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第 16 回講座 … 鋳物材料の⼒学 
 

Q1. 鋳物に加わる外⼒を「荷重」というのに対して、鋳物の強度は「応⼒」
という値で評価されます。これら両者の違いと関係を説明してくださ
い。 

 

荷重は「材料」に加わる⼒の大きさをいい、応⼒はその荷重を受ける
材料の単位面積当たりの⼒の大きさをいう。応⼒は、材料の形や寸法に
よらずに、材料そのものの強さを表すので、他の部材との材質の比較な
どに用いられる。 

 

Q2．鋳物に作用する応⼒（荷重）は、その荷重が材料に及ぼす影響という
視点から、主に 4 つの種類に大別されます。4 種類の応⼒を列挙して
ください。 

 

①引張(圧縮)応⼒、②剪断応⼒、③曲げ応⼒、④ねじり応⼒の 4 つ。 
 
 

 

Q3. 「曲げ応⼒」や「ねじり応⼒」は、基本的に引張･圧縮応⼒や剪断応
⼒が作用しますが、単純な引張応⼒や剪断応⼒と異なる点はどのよう
なことですか︖ 

 

曲げ応⼒や捩り応⼒は、中⽴軸あるいは中⽴点から外周部に向かって
次第に引張･圧縮応⼒や剪断応⼒が大きくなるように分布する。このため、
曲げや捩りに対する強度は応⼒を受ける面の面積に加えて材料断面の形
状の影響を受ける。 

 

Q4．鋳造欠陥の一つである「鋳造割れ」の発生原因を、欠陥発生メカニズ
ムにそって説明してください。 

 

鋳造割れは、鋳造後の鋳物の熱収縮量が部位によって異なるときに鋳
物の一部に大きな引張応⼒が生ずることで発生する。また、鋳造後の凝
固収縮が鋳型に拘束された時にも大きな引張応⼒が発生して割れに繋が
る場合もある。 

 

Q5．実使用中の鋳物には、常時変化する荷重が加わっていることが多いと
いわれます。この種の荷重を何と呼びますか︖ また、これらの荷重に
対する耐性を評価する指標としてどのような値が用いられますか︖ 

 

常時大きさの変化する性質の荷重を「動荷重」という。動荷重に対す
る材料の耐性を評価する指標として、衝撃値、疲労強度、破壊靭性値な
どが用いられる。 

 




